
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，この問題を決
定することはできない。この問題を解決できる力はただ一つ，歴史のみ























  宮沢・前掲註⑴書（1971年）： 抵抗権とは「何らかの実定法以外の秩序にもとづ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
く義務を根拠として
4 4 4 4 4 4 4 4 4
，実定法上の義務を拒否」することを正当とする主張をいう
（141頁。圏点は原著では傍点）。
  樋口・前掲註()28書（1998年）： 「自然法上のものでしかありえないとして，実定法
上の抵抗権概念の成立可能性を否定する見方も有力である。しかし，実定法以外の
当為行為を根拠として実定法上の義務を拒否する抵抗行為を問題にする抵抗権のほ
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